
（４）国連世界観光機関（UNWTO）駐日事務所訪問 

コンソーシアム機関の一つである国連世界観光機関駐日事務所を、課題研究α選択者が訪問をした。

事前準備として、SDGｓについての基本的な知識を学び、自身の研究課題に関連のある目標について学

習をした。また事前打ち合わせの中で、講義ではなく参加型のワークショップを一部取り入れて実施し

て頂くことで、より高い学習効果が得られるとした上で、「SDGsの 18個目の課題を作るとしたら、何

を目標に掲げるか」という事前課題を相談の上、設定した。冬休み中に、各自が取り組み当日を迎えた。 

日程:令和３年１月６日（水） 

目的:国連の専門機関である UNWTO を訪問し、持続可能で誰もが参加できる観光の推進つい 

ての取り組みを学ぶ機会とする。また観光が SDGｓに貢献する潜在的な力についてもワークショ

ップの中で考える。 

UNWTO担当者：夏秋 智行 様（国際部 課長） 

  西原  康平 様（国際部） 

  吉田  順子 様 (渉外部) 

内容：①UNWTOの紹介 

 ②UNWTOの取組 

 ③コロナ残後の状況とニューノーマル時代の観光 

 ④地域のブランド力について 

 ⑤観光と地域振興のツール（ガストロノミーツーリズムを含む） 

 ⑥SDGｓについて（事前課題の交流も含む） 

 （③～⑥については、ワークショップ形式で実施） 

〈参加生徒の感想〉 

・「数字で表すことのできないものは、解決できない。」この言葉が印象に残った。客観的根拠を示

すことで、人を動かすことができるのではないかと思える時間だった。

・「視点を変える」という話が印象に残った。地域ブランドを作る話に限定したものではなく、汎用

性の高い考え方だと感じた。

・ 観光が世界中で多くの雇用を生み出し、世界経済に大きな影響を与えていること、それゆえ海洋プ

ラスチックや温室効果ガスなどの環境問題に関与していることを知った。インターネットを通じて

オプションが増えたことにより、子どもを保護する環境が整っていない等、観光が及ぼす影響の大

きさと、その対価として大きな責任があると感じた。

・ 観光で地方の振興を目指すときに重要な考え方や方法を学ぶことができた。なかでも地元のものと

地元のもの、または地元のものとグローバルなものをかけ算する発想や、人にイメージが浮かぶ言

葉を選ぶことや、弱みを強みに変えることなど、人に何かを発信するために有効な方法を学んだ。自

分の研究に活かしたい。

・ SDGsについては、17個の目標がどれほど考え抜かれて決められたのかということについて、考え

る機   会になった。 

・「観光」という言葉自体を「客が」と捉えていましたが、雇用、産業、また農業や住んでいる人の

ことなど、どの観点で考えるのかで課題が見つかるということに気がついた。どんなことも一つの

見方だけに頼らないようにようと思えた有意義な時間だった。

〈次年度に向けて〉 

今回は事務所に訪問させて頂き、ご講演及び SDGsに関わるワークショップに参加した。コロナ禍

であるからこそ考えさせられる内容に、生徒たちも終始釘付けあった。また自分事として、SDGs に

ついて考える機会となったようである。コンソーシアム協議会においても継続した支援をお願いし
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ており、状況が許せば、本校への訪問及び課題研究α選択者以外の生徒にも、このような機会を設定

していきたい。 

（写真は、当日の様子） 
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